
◆目標
あらゆる洪水に対して、人命を守り資産等の被害軽減・解消する

◆流域治水対策の３つのテーマ（テーマ毎に外力規模を設定）
テーマ１：氾濫をできるだけ防ぎ、減らす取り組み

堤防や護岸の整備に加え、民間敷地での雨水を
貯留浸透させる施設の設置 等

テーマ２：防災まちづくりなどで被害対象を減少させる取り組み
水害の危険性が高いエリアからの移転促進や
宅地の嵩上げ 等

テーマ３：避難体制の強化などで被害を軽減する取り組み
迅速かつ円滑な避難行動につながる河川情報の充実や、洪水ハザードマップの作成 等

上記に、水害発生後の災害廃棄物の処理や、被災する恐れのない安全な高台への移転等の災害後の復興
の在り方など速やかに日常を回復する取り組みを追加、関係者の意識啓発や合意形成を図りながら、
効果的な施策を組み合わせていく

「山梨県流域治水対策推進基本方針」

◆流域治水対策推進基本方針の策定（R3.6.14）
気候変動により高まる水害リスクへの備えとして、流域全体での取組が必要

⇒ 本県での流域治水に係る施策を総合的・計画的に推進するため、庁内に流域治水推進会議を設置
⇒ 流域の特性に応じた対策を複合的に実施するための目標や検討の進め方などの基本的な方針を策定
◆モデル小流域における対策メニューの検討

１７６ある小流域から、まずは流域治水対策の必要性が高い箇所をモデル小流域として抽出
地形や土地利用状況などの特性や課題が流域毎に異なる

⇒ 小流域毎に流域治水検討会を設置し、基本方針に基づく効果的な対策を検討
⇒ 検討過程での課題を検証、他の小流域へ展開

流域治水対策推進基本方針の視点・方向性
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「流域治水検討会」での検討、関係者の意識啓発

流域治水セミナー

◆R4.3.15 Web開催

＜テーマ＞
先進地事例を踏まえた
本県での流域治水の
展望や課題
＜対象者＞
行政職員

◆策定上の留意点
流域治水検討会を設置、以下の点に留意しながら効果的な対策を検討⇒アクションプランとりまとめ
・河川管理者と市町村や住民等が協働し、流域の特性に応じた効果的な対策の組み合わせ
・命を守る避難行動につなげる水害リスク情報等の充実、見える化
・水害の規模に応じた安全確保の方針
・住民や企業の意識啓発、参画しやすい支援策などの仕組みづくり
・上下流の地域間で連携等役割分担に関する意見交換・合意形成
・ハザードエリアを踏まえた防災まちづくり

流域治水アクションプラン ※モデルケースとして検討会を設置した流域
富士川水系横川（R3.10.11）、濁川（R4.1.12）、鎌田川（R4.1.18）
相模川水系新名庄川（R3.12.23）
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■：河川対策
■：流域対策（集水域と氾濫域）
■：ソフト対策

■水路改善、改修整備（市）

■ 流域貯留浸透施設
（県・市、地域・住民）

■雨水浸透施設（市、地域・住民）

■建築物の誘導、規制
（県、市、地域・住民）

■水位計・監視カメラ（国・県）

■ハザードマップ（市、地域・住民）

■タイムライン（市、地域・住民）

立体交差部

県道韮崎南アルプス中央線
■透水性舗装（県・市）

■ため池への洪水調節機能の付加
（県、市、地域住民）

■緊急時の排水ポンプ車（国）

流域貯留浸透施設

田んぼダム

貯留施設
（民間）

■ 田んぼダム、水田保全
（市、地域・住民）

道路整備に伴う
貯留施設の整備

雨水浸透施設

開発抑制
土地利用規制

■八糸川河川改修（県）

■開発抑制、土地利用規制
（県、市、地域・住民）

■貯留施設（民間）

■道路整備に伴う貯留施設の整備（国・県）

■横川伏越増設（県）

■水路のマチなどの適切な運用
（市、地域・住民）

透水性舗装

○ アクションプランの施策イメージ

【流域治水検討会】

■構成員
県関係部署、国、市町村

■所管事項
・基礎調査の実施
・現況の評価
・対象降雨の決定
・対策メニューの抽出
・整備効果の検証
・住民との意見交換
⇒アクションプラン策定
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検討会の様子（R3.10.11）


